
象
と
な
る
の
は
、
保
護
指
定
を

し
た
翌
年
度
か
ら
で
す
。

助
成
額（
年
額
）　
樹
木
＝
1
本
当

た
り
１
万
円
、
樹
林
＝
面
積
に

応
じ
て
3
万
～
8
万
円
、
生
け

垣
＝
長
さ
1
ｍ
当
た
り
千
円

②
生
け
垣
・
植
樹
帯
の
設
置
へ

の
助
成

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
生
け

垣
・
植
樹
帯
設
置
の
場
合
に
、費

用
の一部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

各
年
度
の
予
算
の
範
囲
内
で

支
出
し
、
予
算
額
に
達
し
た
時

点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

助
成
限
度
額　

設
置
延
長
1
ｍ
当

た
り
1
万
円（
上
限
30
万
円
）

あ
き
地
は
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

衛
生
環
境
担
当（
中
野
区
保
健
所
内
）

☎（
３
３
８
２
）６
６
６
２

FAX（
３
３
８
２
）６
６
６
７

　

あ
き
地
に
雑
草
が
生
い
茂
る

と
、
ま
ち
の
美
観
を
損
ね
、
害

虫
発
生
や
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症

の
原
因
に
な
る
な
ど
、
環
境
衛

生
上
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
み
の
投
棄
や
犯
罪
、
火
災

を
招
く
危
険
も
あ
る
の
で
、
あ

き
地
の
管
理
者
は
定
期
的
に
見

回
り
、
雑
草
が
長
く
伸
び
な
い

う
ち
に
刈
り
取
る
な
ど
の
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

町
５
︱
５
︱
２
）で
、
③
30
日（
水
）

午
後
２
時
～
４
時
、
区
役
所
７

階
会
議
室
で
、
④
31
日（
木
）午

後
７
時
～
９
時
、
商
工
会
館（
新

井
１
︱
９
︱
１
）で

☆
当
日
直
接
会
場
へ
。
一
時
保

育（
各
回
先
着
３
人
）希
望
の
方

は
、
５
月
21
日
～
各
開
催
日
の

４
日
前
の
平
日
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
住
所
、
氏
名
と

ふ
り
が
な
、
電
話
番
号
、
参
加

希
望
日
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
と

ふ
り
が
な
、
月
年
齢
を
記
入
）

で
、
住
宅
政
策
担
当
へ

緑
を
守
り
増
や
す
た
め
の

助
成
の
利
用
を

緑
化
推
進
担
当
／
８
階

☎（
３
２
２
８
）５
５
５
４

FAX（
３
２
２
８
）５
６
７
３

　

次
の
①
②
と
も
、
制
度
や
対

象
条
件
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
緑
化
推
進
担
当
へ
問
い
合

わ
せ
を
。

①
樹
木
・
樹
林
・
生
け
垣
の
維

持
管
理
へ
の
助
成（
保
護
指
定

制
度
）

　
一
定
の
基
準
を
満
た
す
緑
を
保

護
指
定
し
、
維
持
管
理
費
用
の一

部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

保
護
指
定
相
談
・
助
成
金
申

請
は
、
緑
化
推
進
担
当
で
随
時

受
け
付
け
。
助
成
金
交
付
の
対

空
き
家
等
の
対
策
に
つ
い
て

の
基
本
計
画
・
条
例
内
容
の

意
見
交
換
会

住
宅
政
策
担
当
／
９
階

☎（
３
２
２
８
）５
５
８
１

FAX（
３
２
２
８
）５
６
６
９

　

区
は
、
空
き
家
が
適
切
に

管
理
さ
れ
た
、
快
適
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
空
家
等
対
策
基
本
計
画
」

と「（
仮
称
）中
野
区
空
家
等
の
適

切
な
管
理
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」を
定
め
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
基
本
計
画（
素

案
）及
び
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き

主
な
内
容
と
考
え
方
を
ま
と
め

た
の
で
、
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時・会
場

①
５
月
25
日（
金
）午
後
７
時
～

９
時
、
鷺
宮
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
鷺
宮
３
︱

22
︱

５
）で
、
②
29

日（
火
）午
後
７
時
～
９
時
、
南

中
野
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
弥
生

防
災
無
線
の
放
送
内
容
を

電
話
で
確
認
で
き
ま
す

　
「
音
声
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
」

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎（
３
２
２
８
）

５
７
２
６
へ
電
話
を
。

神
田
川
洪
水
予
報

　
大
雨
に
よ
り
神
田
川
が
あ
ふ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
、

東
京
都
と
気
象
庁
が
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　
発
表
後
、
区
は
、
防
災
無
線
や
広
報
車
、
防
災
情
報

メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、
避
難
が
必
要
な
場
合
に

は
、
避
難
勧
告
・
指
示
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

止 水 板

突
然
の
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

～
都
市
型
水
害
に
注
意
を
～

災
害
対
策
担
当
／
８
階　

☎（
３
２
２
８
）８
９
３
３　

FAX（
３
２
２
８
）５
６
５
８

　
中
野
区
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
り
度
々
大
き
な

水
害
に
遭
っ
て
き
ま
し
た
。
神
田
川
・
妙
正
寺
川
の
改
修

や
、
川
に
近
い
地
域
で
の
下
水
道
整
備
な
ど
の
対
策
は
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
局
地
的
な
短
時
間
の
豪
雨
に
対
し
て

は
万
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、
水
害
へ
の
対

応
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
勧
告
・
指
示
に
従
っ
て
早
め
の
避
難
を

　
区
や
警
察
、
消
防
が
防
災
無
線
、
広
報
車
な
ど
で
避
難
勧
告
・
指
示
を
行
っ
た
場
合
は
、

一時
避
難
所（
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
）や
高
台
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

建
物
の
地
下
に
は

行
か
な
い

避
難
が
遅
れ
て
危
険
が

迫
っ
た
ら
、
2
階
建
て
以

上
の
建
物
の
最
上
階
へ

（
垂
直
避
難
）

建
物
の
半
地
下
に
あ
る
駐

車
場
な
ど
は
、
入
り
口
に

土
嚢
や
止
水
板
を
設
置

し
て
浸
水
を
防
止

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ「
も
し
も
の
と
き
に
は
」の「
防
災
・

気
象
情
報
」、「
河
川
監
視
カ
メ
ラ
」か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、「
防
災
・
防
犯
」→「
災
害
に
そ

な
え
て
」→「
水
害
に
そ
な
え
て
」か
ら
土
嚢
配
備

場
所
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

防
災
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
・
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
大
雨
・
洪
水
注
意
報
・(

特
別)

警
報
、
河
川
水

位
、
避
難
勧
告
・
指
示
な
ど
災
害
時
の
緊
急
情

報
等
を
電
子
メ
ー
ル
で
受
信
で
き
ま
す
。
区
か

ら
登
録
を
。
同
じ
内
容
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
配
信

し
ま
す
。
ア
カ
ウ
ン
ト（
名
称
）は
東
京
都
中
野
区

（
広
報
担
当
）「@

tokyo_nakano

」で
す
。

崖
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
に
も
ご
注
意
を

　
区
内
に
は
21
か
所
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域（
内

11
か
所
は
特
別
警
戒
区
域
）に
指
定
さ
れ
た
地
域

が
あ
り
ま
す
。
指
定
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
へ
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
の
で
、
災

害
防
止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
対
象
地
域
は
、

区
で
確
認
で
き
ま
す
。

HP
詳しく

で

和田ポンプ施設（和田弥生幹線／杉並区和田２－１）
を見学しませんか
　大雨の際に、中野区本町・弥生町周辺の雨水を一時的にためる地下50
ｍにある貯留管です。動きやすい服装・靴で参加を。雨天時は、地下貯
留管へは入れません（地上施設の見学のみ）。
日時　6月9日（土）午前10時～午後3時　
☆実施時間内に随時、直接施設へ。先着300人程度。見学時間は約１時間
問合せ　東京都下水道局西部第一下水道事務所お客さまサービス課管路
施設担当　☎（５３４３）６２１１

6月は浸水対策強化月間

大
雨
で
危
険
を
感
じ
た
時
は

早
め
に
情
報
を
得
て
的
確
な
対
応
を

　「内水氾濫」と呼ばれる被害も
多く発生しています。これは、
大雨により排水能力を超えた下
水道から水があふれて浸水被害
を起こす都市型の水害。大雨の
時は水の使用を控え、洗濯やふ
ろの排水などは雨がやんでから
にしてください。

河川の氾
はん

濫
らん

だけが
水害ではありません

大雨に備えて土
ど

嚢
のう

の準備を

　水害に備えるための土嚢を自
宅に保管できる方は、早めに土
木事業調整担当へ連絡を。必
要数をお届けします。
☆11月下旬までは、区内各所
（水防倉庫や浸水被害の出やす
い地域の路上）に配備。そこか
ら自由にお持ちください。配備
場所は、区 でご覧になれます

土木事業調整担当／８階　
☎（３２２８）５５９２　
ＦＡＸ（３２２８）５６７４

６月12日（火）
午後7時～9時 区役所７階会議室

中野区個人情報保護審議会
個人情報収集事務登録について
６月７日（木）午後１時半から
区役所４階庁議室
【問合せ】個人情報保護担当／４階
☎（３２２８）８９９４　 FAX（３２２８）８８３４

6月の教育委員会定例会
①８日　②１５日　③２２日　
いずれも金曜日午前１０時から　
☆日程は、変わることがあります
①②＝区役所５階教育委員会室
③＝第七中学校（江古田２－９－１１）
【問合せ】教育委員会担当／５階
☎（３２２８）８８５７　 FAX（３２２８）５６７９

☆当日直接会場へ

傍聴を

☆当日直接会場へ。手話通訳・要約筆記を希望の方は、5月21日～6月
5日に電話またはファクシミリ（氏名とふりがな、電話番号、手話通訳・要
約筆記希望の旨を記入）で、ユニバーサルデザイン推進担当へ

　区は、ユニバーサルデザイン（※）の推進に取り組んでいます。その一
つとして、お互いを人生のパートナーとして相互に協力し合い、同居して
共同生活を行うことを約束した同性の二人が、パートナーシップにあるこ
とを宣誓し、宣誓書等を提出した場合、宣誓書等受領証を交付することに
ついて検討を進めています。
　その考え方について、意見交換会を開催します。
※ユニバーサルデザイン＝年齢、性別、個人の属性や考え方、行動の特
性等にかかわらず、全ての人が利用しやすいようあらかじめ考慮して都市
及び生活環境を設計すること

意見交換会 中野区パートナーシップ宣誓・宣誓書等
受領証の交付の考え方
ユニバーサルデザイン推進担当／４階
☎（３２２８）５４３０　FAX（３２２８）８８６０

日時 会場

information

区からの
おしらせ

区施設へは、公共交通機関をご利用ください

は、区　で詳しい内容をご覧になれます
HP
詳しく

で

　はホームページ 区　から、　　は電子申請が、　　は申請書などのダウンロードが可
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